長岡 春の星座観測会

1 内容

沈む冬の星座と春の星座達を訪れ、30cm望遠鏡など多数の天体望遠鏡で、西の空に輝く木星・土星やスバル・かに座のプレセぺなどの天体を観察いたします。

また、野外でのパソコンプラネタリュウムも開催いたします。

2 趣旨

新潟県の春の好天率は四季を通しても夏期並みに良く、また、全国的にも好天率にめぐまれています。この時期にはまだ土星・木星が西の空低く見る事ができ、有名な星座が空を飾っています。春は小さく集中し比較的明るい天体も多いためなるべく大きな望遠鏡を出来るだけ多数集めて、他の天体を含めより多くの市民に天文に親しんでもらう事を目的といたします。

また、より理解を深めてもらえるよう、「学習観望」を市民（小学生対象）に提示し、体験プログラムを用意し曇天時でもこの路線での学習を行い、より深く自然科学に対する興味を持たせることを目的とします。

3 主催団体
「星空ファクトリー」 代表 長野親情

4 対象者

一般市民全般（防寒の準備が必要）

5 日時と場所

· 日　時：４月２１日（土曜日）

晴天時：午後７時より受付開始 ７時３０分～9時３０分まで

曇天時：午後７時より受付開始 ７時３０分～８時３０分まで

· 会　場：長岡市信濃川河川公園第２野球場駐車場

· 雨天は中止

6 連絡先

7 実施内容

· 晴天時

学習観望による天体望遠鏡での天体観察（パソコンプラネタリュウムの活用）

フリー観望用天体望遠鏡による天体観察

· 曇天時

パソコンプラネタリュウムを活用しての天文豆知識

天体写真スライド映写会

アストロビデオ鑑賞会

8 学習内容でのグループ分け

· フリー観望用望遠鏡

学習観望での余剰人員を処理目的、及び、学習観望以外の目的で、オペレーターの意向により自由に対象変更を行う、望遠鏡のグループ。

· 学習観望用望遠鏡

具体的な天体のタイムテーブルを基準、もしくは、メイン講師の指示により所定の天体を導入する、あくまで、学習目的で組織的に行う、望遠鏡のグループ。

9 各項目考察

9.1 対象者について

· 一般参加者については天文関連の知識は小学３年生と同等と考え（小学３年生から学習を行うため）、基礎知識の確認を兼ねた観察を目的として行う。

· 何回かの体験参加者は学習観望では十分な要望に答えられないため、別グループとして対応し観察を行う。

9.2 各グループの学習内容について

· フリー観望用望遠鏡

主に星雲・星団・月惑星・重星を状況に応じて参加者に鑑賞させる。

· 学習観望用望遠鏡

基本的プログラムに沿ってのメイン講師の指導に合わせた、天体の観察。

9.3 学習観望用望遠鏡グループによる学習詳細

· 天体望遠鏡ではどう見えるのか（地上の同一被写体の利用）

· 星の色について（なるべく明るくはっきり色の分別が出来るものを利用）

· 赤い星（ベテルギウス（オリオン座α星））

· 赤い星（タジャト・ポステリオ（ふたご座μ星カストル側の並び下から３番目））

· 黄色の星（カペラ（ぎょしゃ座α星））

· 青い星（スピカ（おとめ座γα星））

· いろいろな天体パート１（重星）

· アルギエバしし座γ星

· プリケリマうしかい座ε星

· ヘルクレスα星

· ミザール・かに座ι星

· いろいろな天体パート２

· Ｍ４４（プレセペ）

· Ｍ１３（球状星団）

· Ｍ５７（リング星雲）

· 木星

10 利用器材について
全て「星空ファクトリー」で準備する。

· 望遠鏡最低でも８台

· ビデオプロジェクター及びスクリーン

· ６×７版スライドプロジェクター

· ８mmビデオデッキ

· タープ・テーブル

· 発電機
11 当日の配置図（予定）
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